
バラード 

 
血に染まり 
なおも血を吐き 
絶望の咳に胸破れ 
「水、水を」 
望むべくしてこの時 
苦痛に片手を伸ばす 
支えきって・・・ 
かけるべき言葉を知らず 
ただ彼女は背中を抱き締める 
コップの水は赤く濁り 
床に落ちて割れる音から 
終わりを恐怖のうちに悟るも 
為す術を知らず 
ただ苦しむばかり 
「死にたくない」と・・・ 
泣きぬれて彼女は 
ふいに刀をとって己が胸を抉る――― 
私はなおも生き長らえて今 
死への恐怖に怯えて無様に震えている 
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